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LM2743 評価ボード

ご注意：この日本語アプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容
が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず
最新の英文アプリケーション・ノートをご確認ください。

概要
このアプリケーション・ノートでは、LM2743 を搭載したプリント基
板 (PCB) 設計について説明するとともに、アプリケーション回路
の代表例を提示しています。また、デモボードは、LM2743の汎
用性を生かして、部品を選択できるように設計されています。

デモボードには電圧モードの高速同期降圧レギュレータ・コント
ローラ回路が搭載されています。LM2743セクションの入力電圧
範囲は 3V から 6V が定格ですが、ドライバ・セクションは最高
14Vの入力電源レール (VIN)に対応しています。

この回路は、スイッチング周波数 1MHzで動作し、最大 3.5Aの
1.2V 平滑出力を得るように設計されています。補償部品のパラ
メータは、スイッチング周波数 1MHz、ドライバの入力電圧 14Vを
前提として最適化しています。これとは異なるスイッチング周波数
あるいは入力電圧で動作させる場合は、制御ループの補償方法
について LM2743 のデータシートを参照してください。また、回
路の他の部分を変更したい場合は LM2743 データシートの「設
計上の考慮事項」セクションを参照してください。PCBは 2層基
板で、62mil FR4ラミネート、1オンス銅で設計しています。

オプション部品エリア
デモボード上には、ローサイドMOSFETと並列に、ショットキ・ダ
イオード用の配線パターンを設けてあります。ショットキ・ダイオード

は、非貫通期間中に導通するローサイド MOSFET のボディ・ダ
イオードよりも順方向電圧降下が小さいため、回路の効率を高め
ます。最大負荷電流にて順方向電圧が 0.4Vから 0.6Vに維持
されるショットキ・ダイオードを選択してください (I-Vグラフを参
照 )。また、最大入力電圧に対して十分なマージンをもった逆方
向ブレークダウン電圧を選択してください。

部品パターン C13は、ローサイドMOSFETのソースとハイサイド
MOSFET のドレインのできるだけ近くに配置するように設けられ
た、多層セラミック・コンデンサ (MLCC)用パターンです。このコ
ンデンサはスイッチング電流が大きい状態で電源インピーダンスを
下げる働きがあり、入力電源ノイズを抑えます。MLCCは電解コ
ンデンサよりもインピーダンスが低いため、たとえばMLCC (C13)を
パターンC12とC14のアルミ電解入力フィルタ・コンデンサと組み
合わせて使います。パターンC12とC14にMLCCを使用した場
合は C13は必要ありません。

アプリケーション回路の代表例
Figure 1にアプリケーション回路の代表例を示します。部品番号
はデモボードの部品番号に準じて記載しています。

FIGURE 1. Typical Application
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性能特性
Switch Node Voltage and Output Ripple Voltage

FIGURE 2. VIN＝ VCC＝ 3.3V, 
VOUT＝ 1.2V, 

ILOAD＝ 0A, fSW＝ 1MHz. 
20MHz Bandwidth Limit

FIGURE 3. VIN＝ VCC＝ 3.3V, 
VOUT＝ 1.2V, 

ILOAD＝ 3.5A, fSW＝ 1MHz. 
20MHz Bandwidth Limit

FIGURE 4. VIN＝ 14V, VCC＝ 5V, 
VOUT＝ 1.2V, ILOAD＝ 0A, fSW＝ 1MHz. 

20MHz Bandwidth Limit

FIGURE 5. VIN＝ 14V, VCC＝ 5V, 
VOUT＝ 1.2V, ILOAD＝ 3.5A, fSW＝ 1MHz. 

20MHz Bandwidth Limit
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Bill of Materials

FIGURE 6. Complete Demo Board Schematic
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PCBレイアウト図

FIGURE 7.   Top Layer and Top Overlay

FIGURE 8. Bottom Layer
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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